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(54)【発明の名称】 電子内視鏡用データベースの電子内視鏡登録方法および電子内視鏡用データベースシステム

(57)【要約】
【課題】  電子内視鏡の特性値や管理情報等のデータを
電子内視鏡毎に記録した電子内視鏡用データベースに電
子内視鏡を新規登録する、電子内視鏡用データベースの
電子内視鏡登録方法において、電子内視鏡の利用状況を
自動的かつ正確に取得可能とすることである。
【解決手段】  データベースに登録された電子内視鏡の
数が所定数に達しているかどうかを判断し、データベー
スに登録された電子内視鏡の数が所定数に達していたと
きはデータベースに登録済みの電子内視鏡のうち所定の
電子内視鏡に関するデータを登録抹消し、新規登録する
電子内視鏡のデータをデータベースに記録する際、デー
タベースに登録された電子内視鏡の数が所定数に達して
いたときは、登録抹消されたデータベース上の記憶領域
に新規登録する電子内視鏡のデータを記録する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電子内視鏡の特性値や管理情報等のデー
タを電子内視鏡毎に記録した電子内視鏡用データベース
に電子内視鏡を新規登録する、電子内視鏡用データベー
スの電子内視鏡登録方法であって、
前記データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達しているかどうかを判断する、計数ステップと、
前記データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達していたときは、前記データベースに登録済みの電
子内視鏡のうち、所定の電子内視鏡に関するデータを登
録抹消する、登録抹消ステップと、
新規登録する電子内視鏡のデータを前記データベースに
記録する、記録ステップとを有し、
前記データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達していたときは、記録ステップは、登録抹消ステッ
プにて登録抹消されたデータベース上の記憶領域に新規
登録する電子内視鏡のデータを記録することを特徴とす
る、電子内視鏡用データベースの電子内視鏡登録方法。
【請求項２】  前記所定の電子内視鏡に関するデータ
は、前記データベースに登録済みの電子内視鏡のうち、
最初に登録された電子内視鏡に関するデータであること
を特徴とする、請求項1に記載の電子内視鏡用データベ
ースの電子内視鏡登録方法。
【請求項３】  前記所定の電子内視鏡に関するデータ
は、前記データベースに登録済みの電子内視鏡のうち、
最後に使用された日時が最も古い電子内視鏡に関するデ
ータであることを特徴とする、請求項1に記載の電子内
視鏡用データベースの電子内視鏡登録方法。
【請求項４】  少なくとも請求項１から請求項３のいず
れかの方法を、ＣＰＵが処理可能なプログラムとして格
納した記録媒体。
【請求項５】  電子内視鏡の特性値や管理情報等のデー
タを電子内視鏡毎に記録した電子内視鏡用データベース
を管理する、電子内視鏡用データベースシステムであっ
て、
データベースが記憶されるメモリ手段と、
前記データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達しているかどうかを判断する、計数手段と、
前記データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達していたときは、前記データベースに登録済みの電
子内視鏡のうち、所定の電子内視鏡に関するデータを登
録抹消する、登録抹消手段と、
新規登録する電子内視鏡のデータを前記データベースに
記録する、記録手段とを有する電子内視鏡用データベー
スシステムであって、
前記データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達していたときは、記録手段は、前記登録抹消手段に
て登録抹消されたデータベース上の記憶領域に新規登録
する電子内視鏡のデータを記録することを特徴とする、
電子内視鏡用データベースシステム。 *

2
*【請求項６】  前記データベースシステムが、現在の日
時を計測するタイマ手段を有し、
前記記録手段は、電子内視鏡を新規登録したときの日時
を前記データベースに電子内視鏡毎に記録し、
前記所定の電子内視鏡に関するデータは、前記データベ
ースに登録済みの電子内視鏡のうち、前記電子内視鏡を
新規登録したときの日時がもっとも古い電子内視鏡に関
するデータであることを特徴とする、請求項５に記載の
電子内視鏡用データベースシステム。
【請求項７】  前記データベースシステムが、現在の日
時を計測するタイマ手段と、電子内視鏡が最後に使用さ
れた日時を電子内視鏡ごとに前記データベースに記録す
る更新手段とを有し、
前記所定の電子内視鏡に関するデータは、前記データベ
ースに登録済みの電子内視鏡のうち、前記電子内視鏡が
最後に使用された日時が最も古い電子内視鏡に関するデ
ータであることを特徴とする、請求項５に記載の電子内
視鏡用データベースシステム。
【請求項８】  前記電子内視鏡用データベースシステム
は、電子内視鏡が内視鏡用プロセッサに接続されている
かどうかを判別する、内視鏡挿抜検知手段を有し、
前記更新手段は、電子内視鏡が内視鏡用プロセッサに接
続され続けたときに、そのときの時刻を前記電子内視鏡
が最後に使用された日時として前記データベースに記録
することを特徴とする、請求項７に記載の電子内視鏡用
データベースシステム。
【請求項９】  前記電子内視鏡用データベースシステム
が、内視鏡用プロセッサに内蔵されることを特徴とす
る、請求項５から請求項８のいずれかに記載の電子内視
鏡用データベースシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、電子内視鏡の特性
値や管理情報等のデータを電子内視鏡毎に記録した電子
内視鏡用データベースに電子内視鏡を新規登録する、電
子内視鏡用データベースの電子内視鏡登録方法および、
電子内視鏡用データベースを管理する電子内視鏡用デー
タベースシステムに関する。
【０００２】
【従来の技術】ＣＣＤなどの固体撮像素子を先端に備え
た電子内視鏡は、一般に前記固体撮像素子からの電気信
号を処理してモニタやビデオプリンタ等の出力手段に出
力する、内視鏡用プロセッサと共に利用される。
【０００３】電子内視鏡はこの内視鏡用プロセッサに着
脱自在に接続される。また、通常は内視鏡用プロセッサ
は、複数種類の電子内視鏡と接続可能であり、従って、
観察／処置を行う部位に適した電子内視鏡を適宜この内
視鏡用プロセッサに接続して使用することにより、複数
種類の電子内視鏡を使用する場合においても内視鏡用プ
ロセッサの台数は１台で済む。
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【０００４】また、一般に電子内視鏡はEEPROM等の記憶
素子を有している。この記憶素子には、その電子内視鏡
の種類、シリアルナンバー、ホワイトバランス値などが
記憶されている。電子内視鏡が内視鏡用プロセッサに接
続されると、内視鏡用プロセッサは記憶素子に記憶され
た各種データを読み出し、モニタに電子内視鏡の種類を
表示したり、ホワイトバランスをその電子内視鏡に適し
た値に設定している。
【０００５】なお、内視鏡用プロセッサの生成する、モ
ニタ出力用の映像信号は各内視鏡用プロセッサごとに若
干のばらつきがあるため、記憶素子に記憶された内視鏡
内のホワイトバランス値をそのまま設定すると、ホワイ
トバランスが多少ずれる場合がある。従って、電子内視
鏡を内視鏡用プロセッサに装着するたびにホワイトバラ
ンス値を手動で再設定するのを避けるため、内視鏡用プ
ロセッサが一度設定された電子内視鏡の種類およびシリ
アルナンバーごとのホワイトバランス値を記憶している
必要がある。すなわち、電子内視鏡が再接続されたとき
は内視鏡用プロセッサに記憶されたホワイトバランス値
を用いる。このような方法でホワイトバランス値を自動
的に再設定する場合、内視鏡用プロセッサは電子内視鏡
の種類およびシリアルナンバーから適切なホワイトバラ
ンス値を参照する一種のデータベースを備えている。
【０００６】また、内視鏡用プロセッサが、電子内視鏡
が内視鏡用プロセッサに装着された回数をカウントする
ことにより、内視鏡用プロセッサで使われる電子内視鏡
の使用頻度を判断することができる。この使用頻度は、
例えば内視鏡の保守等に利用することができる。
【０００７】このような内視鏡用プロセッサにおいて、
その記憶容量いっぱいまで電子内視鏡がデータベースに
登録された状態では、新たな電子内視鏡を登録すること
はできない。従って、従来は不要な電子内視鏡のデータ
を手動で削除したうえで、新しい電子内視鏡を登録して
いた。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】本発明は上記の問題に
鑑み、内視鏡用プロセッサに電子内視鏡を登録する作業
をより平易かつ迅速に実施可能な電子内視鏡用データベ
ースの電子内視鏡登録方法および電子内視鏡用データベ
ースシステムを提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記の問題を解決するた
め、本発明の電子内視鏡用データベースの電子内視鏡登
録方法は、データベースに登録された電子内視鏡の数が
所定数に達しているかどうかを判断する計数ステップ
と、データベースに登録された電子内視鏡の数が所定数
に達していたときはデータベースに登録済みの電子内視
鏡のうち所定の電子内視鏡に関するデータを登録抹消す
る登録抹消ステップと、新規登録する電子内視鏡のデー
タをデータベースに記録する記録ステップとを有し、デ
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ータベースに登録された電子内視鏡の数が所定数に達し
ていたときは記録ステップは登録抹消ステップにて登録
抹消されたデータベース上の記憶領域に新規登録する電
子内視鏡のデータを記録する。
【００１０】したがって、新しい電子内視鏡をデータベ
ースに登録するときに記憶容量いっぱいまで電子内視鏡
がデータベースに登録された状態であっても、不要な電
子内視鏡のデータを手動で登録抹消する必要なく自動的
に新しい電子内視鏡が登録される。
【００１１】ここで、所定の電子内視鏡に関するデータ
は、データベースに登録済みの電子内視鏡のうち、最初
に登録された電子内視鏡に関するデータである構成とし
てもよい。
【００１２】このような構成とすることにより、新しい
電子内視鏡をデータベースに登録するときに記憶容量い
っぱいまで電子内視鏡がデータベースに登録された状態
であれば、最も登録日時が古い電子内視鏡に関するデー
タが自動的に登録抹消される。
【００１３】同様に、所定の電子内視鏡に関するデータ
は、データベースに登録済みの電子内視鏡のうち最後に
使用された日時が最も古い電子内視鏡に関するデータで
ある構成としてもよい。
【００１４】このような構成とすることにより、新しい
電子内視鏡をデータベースに登録するときに記憶容量い
っぱいまで電子内視鏡がデータベースに登録された状態
であれば、最も使われていない電子内視鏡に関するデー
タが自動的に登録抹消される。
【００１５】なお、データベースを管理する電子内視鏡
用データベースシステムが、電子内視鏡が内視鏡用プロ
セッサに接続されているかどうかを判別する内視鏡挿抜
検知手段を有し、更新手段は電子内視鏡が内視鏡用プロ
セッサに接続され続けたときにそのときの時刻を電子内
視鏡が最後に使用された日時としてデータベースに記録
する構成としてもよい。
【００１６】このような構成とすることにより、あやま
って不要な（データベースから削除しても構わない）電
子内視鏡を内視鏡用プロセッサに装着した場合であって
も、所定時間以内にこの電子内視鏡を内視鏡用プロセッ
サより抜去すれば、データベースのその電子内視鏡に関
する「最後に使用された日時」は更新されない。
【００１７】なお、データベースを管理する電子内視鏡
用データベースシステムが、内視鏡用プロセッサに内蔵
される構成としてもよい。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の実施の形態を図
面を用いて詳細に説明する。図１は、本発明の第１の実
施の形態による電子内視鏡システムの全体図を模式的に
示したブロック図である。
【００１９】電子内視鏡システム１は電子内視鏡１００
と、この電子内視鏡１００が着脱自在に装着される内視
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鏡用プロセッサ２００とを有する。
【００２０】電子内視鏡１００は、対物光学系１０１
と、この電子内視鏡の各種情報が記憶されているＥＥＰ
ＲＯＭ１０２と、ＣＣＤ１０４と、ライトガイド１０３
を有している。
【００２１】内視鏡用プロセッサ２００はＣＰＵ２０
１、光源２０３、前段信号処理回路２０４、後段信号処
理回路２０５、ＣＲＴＣ２０６、操作パネル２０７、メ
モリ２０８、RTC（Real Time Clock）２０９、絞り２１
０、絞り制御回路２１１、入力機器インターフェース２
１２を有している。後段信号処理回路２０５、ＣＲＴＣ
２０６、操作パネル２０７、メモリ２０８、RTC２０
９、絞り制御回路２１１、入力機器インターフェース２
１２のそれぞれはＣＰＵ２０１と接続されている。ここ
で後段信号処理回路２０５、ＣＲＴＣ２０６、RTC２０
９、絞り制御回路２１１、入力機器インターフェース２
１２はＣＰＵ２０１によって制御される。
【００２２】ＣＰＵ２０１に制御される入力機器インタ
ーフェース２１２にはキーボード４００などの外部入力
装置が接続され、その入力を元に、ＣＰＵ２０１は電子
内視鏡１００および内視鏡用プロセッサ２００等の制御
を行う。同様に、内視鏡用プロセッサ２００の操作パネ
ル２０７には操作ボタンが配置されており、これらの操
作ボタンを押すことにより発せられる操作ボタン信号は
ＣＰＵ２０１に入力され、この信号を元に内視鏡用プロ
セッサ２００や電子内視鏡１００等の制御が行われる。
【００２３】内視鏡用プロセッサ２００の光源部２０３
は絞り２１０を経由して電子内視鏡１００のライトガイ
ド１０３の入射端に光を入射させる。ライトガイド１０
３の入射端に入射された光はライトガイド１０３を通っ
て電子内視鏡１００の挿入管の先端に露出するライトガ
イド１０３の射出端に達し、電子内視鏡１００の挿入管
の周囲の体腔内を照らす。絞り２１０の開度は絞り制御
回路２１１によってコントロールされる。ここで、内視
鏡システム１のオペレータはキーボード４００または内
視鏡用プロセッサ２００の操作パネル２０７を操作する
ことにより、絞り２１０の開度を任意に設定可能であ
る。
【００２４】電子内視鏡１００の対物光学系による像は
ＣＣＤ１０４の受光面上で結像する。ＣＣＤ１０４はこ
の結像された映像を映像信号に変換する。この映像信号
は、内視鏡用プロセッサ２００内の前段信号処理回路２
０４に伝達される。前段信号処理回路２０４はこの映像
信号を取り出し、後段信号処理回路２０５に転送する。
後段信号処理回路２０５は映像信号を処理してＮＴＳＣ
信号等のモニタに出力可能なビデオ信号に変換する。ま
た、後段信号処理回路２０５はＣＰＵ２０１からの制御
信号に基づき、ホワイトバランスの調整を行う。後段信
号処理回路２０５によって変換された信号は、内視鏡用
プロセッサ２００に接続されたモニタ３００上で画像と
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して表示される。なお、本実施形態においてはＣＣＤ１
０４で撮像された映像をモニタ３００に出力する構成と
しているが、出力先はモニタに制限されるものではな
く、例えばビデオプリンタ等の他の出力機器に出力する
構成としても構わない。
【００２５】また、キーボード４００の入力を元に、Ｃ
ＰＵ２０１は電子内視鏡１００および内視鏡用プロセッ
サ２００の動作を切り替えたり、映像信号に文字情報を
スーパーインポーズさせることが出来る。同様に、操作
パネル２０７を操作して、電子内視鏡１００および内視
鏡用プロセッサ２００の動作を切り替えたり、映像信号
に文字情報をスーパーインポーズさせることが出来る。
【００２６】ＣＲＴＣ２０６は文字情報をスーパーイン
ポーズするために使用される。ＣＲＴＣ２０６で生成さ
れたビデオ信号は後段信号処理回路２０５で生成された
ビデオ信号と同期を取ってモニタ３００に向けて出力さ
れ、ＣＲＴＣ２０６による画像は、後段信号処理回路２
０５による画像にスーパーインポーズされる。ＣＰＵ２
０１はＣＲＴＣ２０６を制御して任意の文字情報を後段
信号処理回路２０５による画像（すなわち、電子内視鏡
１００のＣＣＤ１０４によって撮像された画像）にスー
パーインポーズさせることができる。
【００２７】例えば、電子内視鏡１００のＣＣＤ１０４
によって撮像された画像に、電子内視鏡１００のＥＥＰ
ＲＯＭ１０２に記憶された情報を表示させることが可能
である。
【００２８】本実施形態におけるＣＰＵ２０１は、電子
内視鏡１００および内視鏡用プロセッサ２００を制御す
ると共に、電子内視鏡１００を管理するデータベースを
メモリ２０８内に構築している。本実施形態におけるデ
ータベースの一例を図２に示す。本実施形態において
は、データベースに電子内視鏡を３９本まで登録可能と
なっている。このデータベースは内視鏡毎にレコードが
割り当てられ、各レコードは"register no."、"scope n
ame"、"serial no."、"white balance"（R Gain/ B Gai
n）、"registered date"、"used date"および"counter"
の各項目を有する。
【００２９】"register no."は、レコードを識別するた
めに使用される、１から３９までの通し番号である。"s
cope name"および"serial no."は、それぞれ電子内視鏡
の種類および電子内視鏡のシリアルナンバーを示すデー
タであり、これらは電子内視鏡１００のＥＥＰＲＯＭ１
０２に記憶されている情報と同一である。"scope name"
および"serial no."は、その電子内視鏡が最初に内視鏡
用プロセッサ２００に接続されたときにＥＥＰＲＯＭ１
０２より読み出され、データベースに記録される。
【００３０】"white balance"はホワイトバランス値を
示す。R Gain は赤色成分の補正値であり、B Gainは青
色成分の補正値である。これらの値は電子内視鏡システ
ム１のオペレータによって設定される値である。すなわ
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7
ち、オペレータは電子内視鏡１００を内視鏡用プロセッ
サ２００に装着し、モニタ３００で画像を観察しながら
キーボード４００または操作パネル２０７を操作して適
切なホワイトバランス値を設定する。電子内視鏡を内視
鏡用プロセッサ２００に装着すると、ＣＰＵ２０１はＥ
ＥＰＲＯＭ１０２に記憶された電子内視鏡の種類および
シリアルナンバーと、データベースに登録された電子内
視鏡の"scope name"および"serial no."を比較し、この
電子内視鏡がデータベースに登録済みであるならば、そ
の電子内視鏡に対応するデータベース上のホワイトバラ
ンス値を後段信号処理回路２０５に対して設定する。
【００３１】"registered date"は６けたの日付データ
と４桁の時刻データから構成されている。日付データの
上２桁は西暦年号の下２桁であり、日付データの続く２
桁は月、さらに続く２桁は日をあらわしている。すなわ
ち、"971213.1313"は「１９９７年１２月１３日午後１
時１３分」を、"001015.0924"は「２０００年１０月１
５日午前９時２４分」を示す。なお、"registered dat
e"は、電子内視鏡が最初に内視鏡用プロセッサ２００に
接続されたときの日時である。
【００３２】"used date"は"scope name"および"serial
 no."で特定される電子内視鏡が最後に内視鏡用プロセ
ッサ２００に接続されたときの日時である。なお、"use
d date"の書式は"registered date"の書式と同じであ
る。
【００３３】"counter"は"scope name"および"serial n
o."で特定される電子内視鏡が内視鏡用プロセッサ２０
０に接続された回数である。
【００３４】本実施形態においては、内視鏡用プロセッ
サ２００の電源が投入されると、初期設定が行われた
後、操作パネル２０７またはキーボード４００からの入
力を受け付けて入力結果を所定の変数に保存する「設定
変更ルーチン」、データベースの"used date"データを
更新する「時計処理ルーチン」、データベースに登録さ
れていない電子内視鏡が内視鏡用プロセッサ２００に装
着された時にデータベースの更新を行う「データベース
処理ルーチン」、および上記のルーチンの処理結果に基
づいて各信号処理回路を制御してモニタ３００に向けて
出力される画像信号を生成する「画像処理ルーチン」の
それぞれが並行して実行される。なお、「設定変更ルー
チン」「時計処理ルーチン」「データベース処理ルーチ
ン」「画像処理ルーチン」は、メモリ２０８に記憶さ
れ、ＣＰＵ２０１によって実行されるプログラムであ
る。
【００３５】上記の各ルーチンにおいては、変数Curren
t_Scope, Last_Used, R_Gain, B_Gain, Apartureをグロ
ーバル変数として使用している。なお、前述の初期設定
によって変数Current_Scopeの初期値は0に設定されてい
る。
【００３６】図３は「設定変更ルーチン」のフローであ
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る。本フローが開始すると、最初にステップＳ１０１が
実行される。ステップＳ１０１では、操作パネル２０７
またはキーボード４００の所定のボタンまたはコマンド
が入力され、絞り２１０の開度の変更がリクエストされ
ているかどうかの判断をしている。絞り２１０の開度の
変更がリクエストされていれば（Ｓ１０１：Ｙｅｓ）、
ステップＳ１０２に進み、リクエストされていなければ
（Ｓ１０１：Ｎｏ）ステップＳ１０４に進む。
【００３７】ステップＳ１０２では操作パネル２０７ま
たはキーボード４００から開度が入力されるまで（Ｓ１
０２：Ｙｅｓ）待機する（Ｓ１０２：Ｎｏ）。次いでス
テップＳ１０３に進む。ステップＳ１０３ではステップ
Ｓ１０２にて操作パネル２０７またはキーボード４００
から入力された開度の値を変数Apertureに代入する。次
いで、ステップＳ１０４に進み。ホワイトバランス値の
設定作業を行う。
【００３８】ステップＳ１０４では変数Current_Scope
の値が０であるかどうかを判断している。Current_Scop
eの値が０の時は内視鏡用プロセッサ２００に電子内視
鏡が接続されていないということなので（Ｓ１０４：Ｙ
ｅｓ）、ホワイトバランスの設定は行わずに、ステップ
Ｓ１０１に戻る。Current_Scopeの値が０でなければ
（Ｓ１０４：Ｎｏ）、ステップＳ１０５に進む。
【００３９】ステップＳ１０５では、操作パネル２０７
またはキーボード４００の所定のボタンまたはコマンド
が入力され、ホワイトバランス値の変更がリクエストさ
れているかどうかの判断をしている。ホワイトバランス
値の変更がリクエストされていれば（Ｓ１０５：Ｙｅ
ｓ）、ステップＳ１０６に進み、リクエストされていな
ければ（Ｓ１０５：Ｎｏ）ステップＳ１０１に進む。
【００４０】ステップＳ１０６では操作パネル２０７ま
たはキーボード４００から入力されるまで（Ｓ１０６：
Ｙｅｓ）待機する（Ｓ１０６：Ｎｏ）。次いでステップ
Ｓ１０７に進む。ステップＳ１０７ではステップＳ１０
６にて操作パネル２０７またはキーボード４００から入
力されたホワイトバランス値（赤色成分の補正値および
青色成分の補正値）をデータベースの"register no."=C
urrent_Scopeであるレコードの"R Gain"および"B Gain"
に代入する。次いで、ステップＳ１０１にもどる。
【００４１】以上のルーチンによって操作パネル２０７
またはキーボード４００から入力された、絞りの開度や
ホワイトバランス値は変数Apertureおよびデータベース
に記録される。本ルーチンで設定された値は「画像処理
ルーチン」（後述）から参照され、「画像処理ルーチ
ン」はこの値をもとに絞り２１０の開度の変更やホワイ
トバランスの調整等を行う。
【００４２】図４は「時計処理ルーチン」のフローであ
る。本ルーチンが開始すると、最初にステップS２０１
が実行される。ステップS２０１では変数Current_Scope
の値が０であるかどうかの判断が行われる。Current_Sc
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opeの値が０でなければ、ステップS２０２に進む。Curr
ent_Scopeの値が０ならば、ステップＳ２０１に戻る。
【００４３】ステップＳ２０２では、データベースの"r
egister no."=Current_Scopeであるレコードの"used_da
te"とＲＴＣ２０９から得られる現在の日時および時刻
との比較が行われる。すなわち、現在の日時および時刻
が"used_date"より３分以上進んでいるならば（Ｓ２０
２：Ｙｅｓ）ステップS２０３に進み、そうでなければ
（Ｓ２０２：Ｎｏ）ステップＳ２０１に戻る。
【００４４】ステップS２０３では、"register no."=Cu
rrent_Scopeであるレコードの"used_date"に現在の日時
が代入される。次いで、ステップS２０１に戻る。
【００４５】図５は「データベース処理ルーチン」のフ
ローである。本ルーチンが開始すると、最初にステップ
S３０１が実行される。ステップＳ３０１では電子内視
鏡１００が内視鏡用プロセッサ２００に装着されている
かどうかの判定が行われる。すなわち、電子内視鏡１０
０が内視鏡用プロセッサ２００に装着されていれば（Ｓ
３０１：Ｙｅｓ）ステップS３０２に進み、装着されて
いなければ（Ｓ３０１：Ｎｏ）ステップＳ３０１を引き
続き実行する。すなわち、本ルーチン開始時に内視鏡用
プロセッサ２００に電子内視鏡１００が接続されていな
ければ、電子内視鏡１００が接続されるまで待機する。
【００４６】ステップS３０２では電子内視鏡１００の
ＥＥＰＲＯＭ１０２に記憶された内視鏡のデータ（電子
内視鏡の種類、シリアルナンバー、ホワイトバランス
値）がメモリ２０８に読み込まれる。次いでステップS
３０３に進む。
【００４７】ステップS３０３ではステップS３０２で読
込まれたデータとデータベースとの比較が行われ、現在
装着されている電子内視鏡１００がデータベースに登録
済みであるかどうかの判定が行われる。すなわち、ステ
ップS３０２で読込まれた電子内視鏡の種類およびシリ
アルナンバーを含むレコードがデータベース中に存在す
るかどうかの判定が行われる。ここで、電子内視鏡１０
０がデータベースに未登録であれば（Ｓ３０３：Ｎｏ）
ステップＳ３０４に進む。一方、電子内視鏡１００がデ
ータベースに登録済みであれば（Ｓ３０３：Ｙｅｓ）ス
テップＳ３３０に進む。
【００４８】ステップＳ３０４では、データベースに空
白（"regiter no."以外のデータが記録されていない）
のレコードがあるかどうかの判定を行う。空白のレコー
ドが無ければ（Ｓ３０４：Ｎｏ）、ステップS３０５に
進む。一方、空白のレコードがあれば（Ｓ３０４：Ｙｅ
ｓ）、ステップS３２０に進む。
【００４９】ステップS３０５では最も"registered dat
e"の古いレコードの"register no."の値が変数Delete_n
oに代入される。次いでステップS３０６に進む。ステッ
プS３０６では、"register no."=Delete_noであるレコ
ードの、"register no."以外の値がクリアされる。次い
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でステップＳ３０７に進む。
【００５０】ステップS３０７では変数Current_Scopeに
Delete_noの値が代入される。次いでステップＳ３０８
に進む。
【００５１】一方、ステップS３２０では変数Current_S
copeに空白のレコードの"registerno."の値が代入され
る。なお、空白のレコードが複数ある場合は、各空白レ
コードの"register no."のうち、最も値の小さいものが
Current_Scopeに代入される。次いでステップＳ３０８
に進む。
【００５２】ステップS３０８では"register no."=Curr
ent_Scopeであるレコードの"scopename"、"serial n
o."、"white balance"に、ステップS３０２で読み出さ
れたＥＥＰＲＯＭ１０２に記憶された内視鏡のデータの
電子内視鏡の種類、シリアルナンバーおよびホワイトバ
ランス値のそれぞれが代入される。次いでステップS３
０９に進む。
【００５３】ステップＳ３０９では、"register no."=C
urrent_Scopeであるレコードの"registered date"に現
在の日時が記録される。なお、現在の日時はＲＴＣ２０
９より得られる。次いでステップＳ３１０に進む。
【００５４】一方、ステップＳ３３０では、ステップＳ
３０２で得られた電子内視鏡の種類およびシリアルナン
バーが"scope name"および"serial no."とそれぞれ一致
するレコードの"register no."の値が、変数Current_Sc
opeに代入される。次いでステップＳ３１０に進む。
【００５５】ステップＳ３１０では"register no."=Cur
rent_Scopeであるレコードの"useddate"に現在の日時が
記録される。なお、現在の日時はＲＴＣ２０９より得ら
れる。次いでステップＳ３１１に進む。
【００５６】ステップＳ３１１では、"register no."=C
urrent_Scopeであるレコードの"counter"に１が加算さ
れる。次いでステップＳ３１２に進む。ステップＳ３１
２では、電子内視鏡１００が内視鏡用プロセッサ２００
から取り外されるまで（Ｓ３１２：Ｎｏ）待機する（Ｓ
３１２：Ｙｅｓ）。次いでステップＳ３１３に進む。
【００５７】ステップＳ３１３ではCurrent_Scopeに0が
代入される。次いでステップＳ３０１に戻る。
【００５８】以上のような「データベース処理ルーチ
ン」によれば、データベースに未登録の電子内視鏡１０
０が内視鏡用プロセッサ２００に装着されかつデータベ
ースに空きレコードが存在しない場合は、最も登録日時
の古いレコードに上書きすることによって、この電子内
視鏡はデータベースに登録される。
【００５９】図６は「画像処理ルーチン」のフローであ
る。本ルーチンが開始すると、最初にステップS４０１
が実行される。ステップＳ４０１ではＲＴＣ２０９から
得られる現在の日時および時刻が変数Current_Timeに代
入される。次いでステップＳ４０２に進む。
【００６０】ステップＳ４０２においては、ＣＰＵ２０
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11
１はＣＲＴＣ２０６を制御してCurrent_Timeの値を例え
ば「２００１年３月２日１５時２０分」のようなテキス
トの形式に変換して、モニタ３００にスーパーインポー
ズする。次いでステップＳ４０３に進む。
【００６１】ステップＳ４０３では、ＣＰＵ２０１は絞
り制御回路２１１を制御して、絞り２１０の開度を「設
定変更ルーチン」で設定された変数Apartureに設定す
る。次いでステップＳ４０４に進む。
【００６２】ステップＳ４０４では変数Current_Scope
が0であるかどうかの判断を行っている。Current_Scope
=0、すなわち内視鏡用プロセッサ２００に電子内視鏡が
装着されていないのであれば（Ｓ４０４：Ｙｅｓ）、ス
テップＳ４０７に進む。一方、Current_Scope=0でなけ
れば（Ｓ４０４：Ｎｏ）、ステップＳ４０５に進む。
【００６３】ステップＳ４０５ではＣＰＵ２０１はＣＲ
ＴＣ２０６を制御して、"registerno."=Current_Scope
であるレコードの"scope name"をモニタ３００にスーパ
ーインポーズする。次いでステップＳ４０６に進む。
【００６４】ステップＳ４０６では、ＣＰＵ２０１は後
段信号処理回路２０５を制御して、ホワイトバランスの
調整を行う。ここで、ホワイトバランスの補正値は"reg
ister no."=Current_Scopeであるレコードの"white bal
ance"の値である。次いでステップＳ４０７に進む。
【００６５】ステップＳ４０７では変数Current_Timeと
ＲＴＣ２０９から得られる現在の日時および時刻との比
較が行われる。すなわち、現在の日時および時刻がCurr
ent_Timeよりも一秒以上進んでいれば、ステップＳ４０
１に戻る。一方、現在の日時および時刻とCurrent_Time
との差が一秒未満であればステップＳ４０３に戻る。従
って、現在の日時および時刻がCurrent_Timeよりも一秒
以上進んでいればCurrent_Timeを更新した上でモニタ上
に表示される時刻が再表示される。
【００６６】なお、本実施形態においては、データベー
スに空白（"regiter no."以外のデータが記録されてい
ない）のレコードが無いとき（すなわち既に３９種類の
電子内視鏡が登録されているとき）に、新たに電子内視
鏡を登録する場合、その電子内視鏡の登録データを最
も"registered date"の古いレコードに上書きする構成
としているが、本発明はこの構成に限定されるものでは
ない。例えば、新たに電子内視鏡を登録する場合、その
電子内視鏡の登録データを最も"used date"の古いレコ
ードに上書きする構成としてもよい。このような構成と
することにより、新たに電子内視鏡を登録する場合、そ
の電子内視鏡の登録データは最も長い期間利用されてい
ない電子内視鏡の登録データと差し替えられる。
【００６７】また、本実施形態においては、データベー
スに空白（"regiter no."以外のデータが記録されてい
ない）のレコードが無いとき（すなわち既に３９種類の
電子内視鏡が登録されているとき）に、新たに電子内視
鏡を登録する場合、最も"registered date"の古いレコ
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ードの内容を一旦消去して、データが消去されたレコー
ドに新しい電子内視鏡の登録データを記録する構成とし
ているが、本発明はこの構成に限定されるものではな
い。すなわち、最も"registered date"の古いレコード
の内容を消去せず、そのレコードにそのまま新しい電子
内視鏡の登録データを上書きする構成としてもよい。上
記のような手順で電子内視鏡の登録を行う電子内視鏡シ
ステムである本発明の第２の実施の形態を以下に説明す
る。なお、本実施形態は「データベース処理ルーチン」
以外の構成は本発明の第１の実施の形態と同様であるた
め、「データベース処理ルーチン」以外の説明は省略す
る。
【００６８】図７は本実施形態の電子内視鏡システムの
「データベース処理ルーチン」のフローである。本ルー
チンが開始すると、最初にステップS３０１が実行され
る。ステップＳ３０１では電子内視鏡１００が内視鏡用
プロセッサ２００に装着されているかどうかの判定が行
われる。すなわち、電子内視鏡１００が内視鏡用プロセ
ッサ２００に装着されていれば（Ｓ３０１：Ｙｅｓ）ス
テップS３０２に進み、装着されていなければ（Ｓ３０
１：Ｎｏ）ステップＳ３０１を引き続き実行する。すな
わち、本ルーチン開始時に内視鏡用プロセッサ２００に
電子内視鏡１００が接続されていなければ、電子内視鏡
１００が接続されるまで待機する。
【００６９】ステップS３０２では電子内視鏡１００の
ＥＥＰＲＯＭ１０２に記憶された内視鏡のデータ（電子
内視鏡の種類、シリアルナンバー、ホワイトバランス
値）がメモリ２０８に読み込まれる。次いでステップS
３０３に進む。
【００７０】ステップS３０３ではステップS３０２で読
込まれたデータとデータベースとの比較が行われ、現在
装着されている電子内視鏡１００がデータベースに登録
済みであるかどうかの判定が行われる。すなわち、ステ
ップS３０２で読込まれた電子内視鏡の種類およびシリ
アルナンバーを含むレコードがデータベース中に存在す
るかどうかの判定が行われる。ここで、電子内視鏡１０
０がデータベースに未登録であれば（Ｓ３０３：Ｎｏ）
ステップＳ３０４に進む。一方、電子内視鏡１００がデ
ータベースに登録済みであれば（Ｓ３０３：Ｙｅｓ）ス
テップＳ３３０に進む。
【００７１】ステップＳ３０４では、データベースに空
白（"regiter no."以外のデータが記録されていない）
のレコードがあるかどうかの判定を行う。空白のレコー
ドが無ければ（Ｓ３０４：Ｎｏ）、ステップS３０５０
に進む。一方、空白のレコードがあれば（Ｓ３０４：Ｙ
ｅｓ）、ステップS３２０に進む。
【００７２】ステップS３０５０では最も"registered d
ate"の古いレコードの"register no."の値が変数Curren
t_Scopeに代入される。次いでステップS３０８に進む。
【００７３】一方、ステップS３２０では変数Current_S
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copeに空白のレコードの"registerno."の値が代入され
る。なお、空白のレコードが複数ある場合は、各空白レ
コードの"register no."のうち、最も値の小さいものが
Current_Scopeに代入される。次いでステップＳ３０８
に進む。
【００７４】ステップS３０８では"register no."=Curr
ent_Scopeであるレコードの"scopename"、"serial n
o."、"white balance"に、ステップS３０２で読み出さ
れたＥＥＰＲＯＭ１０２に記憶された内視鏡のデータの
電子内視鏡の種類、シリアルナンバーおよびホワイトバ
ランス値のそれぞれが代入される。次いでステップS３
０９に進む。
【００７５】ステップＳ３０９では、"register no."=C
urrent_Scopeであるレコードの"registered date"に現
在の日時が記録される。なお、現在の日時はＲＴＣ２０
９より得られる。次いでステップＳ３１０に進む。
【００７６】一方、ステップＳ３３０では、ステップＳ
３０２で得られた電子内視鏡の種類およびシリアルナン
バーが"scope name"および"serial no."とそれぞれ一致
するレコードの"register no."の値が、変数Current_Sc
opeに代入される。次いでステップＳ３１０に進む。
【００７７】ステップＳ３１０では"register no."=Cur
rent_Scopeであるレコードの"useddate"に現在の日時が
記録される。なお、現在の日時はＲＴＣ２０９より得ら
れる。次いでステップＳ３１１に進む。
【００７８】ステップＳ３１１では、"register no."=C
urrent_Scopeであるレコードの"counter"に１が加算さ
れる。次いでステップＳ３１２に進む。ステップＳ３１
２では、電子内視鏡１００が内視鏡用プロセッサ２００
から取り外されるまで（Ｓ３１２：Ｎｏ）待機する（Ｓ
３１２：Ｙｅｓ）。次いでステップＳ３１３に進む。
【００７９】ステップＳ３１３ではCurrent_Scopeに0が
代入される。次いでステップＳ３０１に戻る。
【００８０】以上のように本実施形態においても、本発
明の第１の実施の形態と同様、データベースに未登録の
電子内視鏡１００が内視鏡用プロセッサ２００に装着さ
れかつデータベースに空きレコードが存在しない場合
は、最も登録日時の古いレコードに上書きすることによ
って、この電子内視鏡はデータベースに登録される。
【００８１】なお、本実施形態においては、データベー
スに空白（"regiter no."以外のデータが記録されてい
ない）のレコードが無いとき（すなわち既に３９種類の
電子内視鏡が登録されているとき）に、新たに電子内視
鏡を登録する場合、その電子内視鏡の登録データを最
も"registered date"の古いレコードに上書きする構成
としているが、本発明はこの構成に限定されるものでは
ない。例えば、新たに電子内視鏡を登録する場合、その
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電子内視鏡の登録データを最も"used date"の古いレコ
ードに上書きする構成としてもよい。このような構成と
することにより、新たに電子内視鏡を登録する場合、そ
の電子内視鏡の登録データは最も長い期間利用されてい
ない電子内視鏡の登録データと差し替えられる。
【００８２】
【発明の効果】以上のように、本発明の電子内視鏡の管
理方法および電子内視鏡システムによれば、内視鏡用プ
ロセッサに電子内視鏡を登録する作業をより平易かつ迅
速に実施可能な電子内視鏡システムが実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態による電子内視鏡シ
ステムの全体図を模式的に示したブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態におけるデータベー
スの一例である。
【図３】本発明の第１の実施の形態における「設定変更
ルーチン」のフローである。
【図４】本発明の第１の実施の形態における「時計処理
ルーチン」のフローである。
【図５】本発明の第１の実施の形態における「データベ
ース処理ルーチン」のフローである。
【図６】本発明の第１の実施の形態における「画像処理
ルーチン」のフローである。
【図７】本発明の第２の実施の形態における「データベ
ース処理ルーチン」のフローである。
【符号の説明】
１        電子内視鏡システム
１００      電子内視鏡
１０１      対物光学系
１０２      ＥＥＰＲＯＭ
１０３      ライトガイド
１０４      ＣＣＤ
２００      内視鏡用プロセッサ
２０１      ＣＰＵ
２０３      光源
２０４      前段信号処理回路
２０５      後段信号処理回路
２０６      ＣＲＴＣ
２０７      操作パネル
２０８      メモリ
２０９      ＲＴＣ
２１０      絞り
２１１      絞り制御回路
２１２      入力機器インターフェース
３００      モニタ
４００      キーボード
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